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Magnetization prepared 2 rapid acquisition gradient echoes（MP2RAGE）撮像
法により、短時間に 3 次元での高解像度 T1 値画像が得られる手法であり、ボクセル
ごとに全脳を評価できる。本研究では、この撮影法を用いて深部灰白質における年齢
と T1値との関係を、voxel-based analysis (VBA)と region of interest (ROI)解析とで
検討した。 
健常ボランティア 70名（男性 50名、女性 20名）を対象として、3テスラMRI装
置を用いて MP2RAGE の撮影を行った。得られた T1 値画像を、SPM12 を用いて標
準脳へ変換した。VBAでは平滑化（半値幅 3mm）を適用した画像を、ROI解析では
これを適用しない画像を対象とした。VBA では年齢を説明変数として、深部灰白質お
よび白質を対象に線形回帰分析を行った（voxel レベル p<0.005, cluster レベル
p<0.05, false discovery rate）。ROI解析では、被殻・淡蒼球・尾状核頭・側坐核・
視床・黒質に ROIを設定し、代表的な白質として前頭葉深部白質・脳梁膝部にも ROI



































  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 2月 20日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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